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本書はウェルキャブ 助手席リフトアップシート車の装備について記載していま
す。
車両全体の取り扱い方法や注意事項などは、必ず別冊の標準車取扱書をお読み
ください。
ただし、ウェルキャブ装備により、お車と標準車取扱書の仕様や機能が一致し
ない場合がありますのでご了承ください。
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本書の見方

 お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。
 お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につながる
おそれがあることを説明しています。
 操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってください。

 押す・まわすなど、していた
だきたい操作を示しています。
 フタが開くなど、操作後の作
動を示しています。

 説明の対象となるもの・場所
を示しています。
 “してはいけません”“このよ
うにしないでください”“この
ようなことを起こさないでく
ださい”という意味です。

 機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、知っ
ておくと便利なことを説明しています。



安全・安心のために
～必ずお読みください～
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 警告

■ 操作および車いすを収納するときは

不整地や傾斜地で操作しないでください。
車いす・助手席リフトアップシートからの
転落や、車いす収納時に車いすが傾いて体
や車両にあたるなど、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

 平坦な場所で操作

 パーキングブレーキを確実にかける

 シフトレバーをPの位置にする

助手席リフトアップシートについて

● 本書におけるウェルキャブ 助手席リフトアップシート車の操作はす
べて介助の方が行ってください。

● この項目では、助手席リフトアップシートについて、必ず守ってい
ただきたいことをまとめてあります。

■ 操作する前に

助手席ドアを全開にしてください。
全開にしないと助手席リフトアップシート
操作時、助手席リフトアップシート乗車の
方の足が助手席ドアと接触し、けがをする
おそれがあります。
また、フットレストとドアトリムがあたり、
損傷するおそれがあります。
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 警告

■ 操作するときは

● 正しい姿勢で乗車してください。（→P.23）

● 乗員の体について十分な安全確認をし
てください。

 助手席リフトアップシートを回転・昇
降させるときに、頭や手足をドア開口
部にあてるなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

 ドア開口部と頭部の接触に注意する

 インストルメントパネルに足をぶつけ
ないように注意する

 ドア開口部と助手席リフトアップシー
トのすき間に挟まれないように注意す
る

 インストルメントパネルおよびグロー
ブボックスと助手席リフトアップシー
トのすき間に挟まれないように注意す
る

 ドアと足の接触に注意する

● フットレストの上で立ち上がらないでください。
 フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあ
ります。

■ チャイルドシートの装着禁止

助手席リフトアップシートにチャイルド
シートを装着しないでください。
装置の破損や、お子さまが重大な傷害を受
けるか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。



10 1-1. 安全なドライブのために

 警告

■ 操作するときは

● 助手席リフトアップシート作動時、助
手席リフトアップシートの下および周
辺に手足や荷物を入れないでください。

 手足を挟まれけがをしたり、荷物を損
傷するおそれがあります。

■ 助手席リフトアップシートを車内に格納したときは

助手席リフトアップシートが確実に格納さ
れているか確認してください。
確実に格納されていないと、走行中に助手
席リフトアップシートが動き、思わぬ事故
の原因になって重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

正常格納時： 格納完了時、“ピピッ”とブ
ザーが鳴ります。

異常格納時： 格納不良のまま助手席ドアを
閉めると“ピーピー”という
断続音が鳴ります。

異常格納時は、助手席ドアを開けてからワ
イヤレスリモコンの電源スイッチを押し、
シート上昇スイッチ（またはシート昇降ス
イッチの上側）を押し続け、格納を完了さ
せてください。
格納不良のままだとバッテリーあがりの原
因にもなります。
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 警告

■ 走行する前の安全確認

半ドア状態のまま走行しないでください。
半ドア状態のまま走行して、シート昇降ス
イッチにふれたり操作すると、助手席リフ
トアップシートが動き、重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。
走行する前に半ドア警告灯が消灯し、すべ
てのドアが確実に閉まっていることを確認
してください。

■ 強風時の助手席ドアについて

強風時、助手席ドアが閉まることがありま
す。
助手席ドアが助手席リフトアップシートお
よび乗員にあたり、けがをするおそれがあ
りますので、注意してください。

■ 助手席リフトアップシート乗員のシートベルトの着用

走行前に必ずシートベルトを正しく着用し
てください。（→標準車取扱書の「シート
ベルト」）
正しく着用しないと、急ブレーキをかけた
ときや衝突したときなどにシートベルトが
十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

● シートベルトを着用した状態ではス
イッチを押しても助手席リフトアップ
シートは回転・下降作動しません。

● 腰部ベルトは必ずアームレストの下を
通してください。
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 注意

■ 損傷・故障を防ぐために

市販のクッションなどを助手席リフトアッ
プシートに取り付けるときは、助手席リフ
トアップシートのシートクッションと背も
たれのあいだに市販のクッションの取り付
け部を挿し込まないでください。

● 助手席リフトアップシート昇降作動時、助手席リフトアップシートの可動部
などに市販のクッションの取り付け部があたり、市販のクッションの取り付
け部および助手席リフトアップシートを損傷するおそれがあります。

● 助手席リフトアップシート昇降作動時、助手席リフトアップシートの可動部
などに市販のクッションの取り付け部があたると、助手席リフトアップシー
トが作動しなくなるおそれがあります。助手席リフトアップシートが作動し
なくなったときは、P.61以降の要領で助手席リフトアップシートを車内に
もどし、そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。
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 警告

■ 車いすの固定確認

確実に固定されているか確認してくださ
い。
急ブレーキをかけたときや衝突したときな
どに車いすが車室内にとび込んだり、車い
すが動いて車両や車いすが損傷するなど、
重大な事故につながるおそれがあり危険で
す。
また、車いす固定ベルトにねじれがないこ
とも確認してください。

車いすの固定について

車いすの固定について、必ず守っていただきたいことをまとめてありま
す。

■ 車いす固定ベルトについて

車いす固定ベルトは、サードシートのうし
ろ側にあることを確認してください。
車いす固定ベルトがサードシート前側にあ
る場合、サードシートに乗車の方の体に巻
きつき、窒息など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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バッテリーについて

バッテリーについて、必ず守っていただきたいことをまとめてあります。

 知識

■ バッテリーの取り扱いについて

助手席リフトアップシート操作中にバッテリーをはずさないでください。
助手席リフトアップシートが作動しなくなります。
助手席リフトアップシート操作中にバッテリーの交換またははずしたときは、
バッテリーの接続状態を確認し、リセット操作をしてください。（→P.62）
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助手席リフトアップシート

助手席シートについて、標準車との相違点を記載しています。

標準車との相違点

助手席リフトアップシート

無シートバックテーブル

装備
標準車

有
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助手席リフトアップシートの調整
 前後位置調整

 （シート前後スライドスイッチ）

 リクライニング調整
 （シートリクライニングスイッ
チ）

 知識

■ 作動条件について

助手席リフトアップシートが車内に正常格納されていない状態では、前後位置調
整・リクライニング調整はできません。

■ 助手席リフトアップシートの前後スライド量について

前後に合計125mm移動することができます。

■ シートアレンジについて

助手席リフトアップシートはフラットシートにすることはできません。



18 2-1. 助手席リフトアップシート

■ リクライニング調整について

走行中は背もたれを必要以上に倒さないで
ください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐ
り、腹部などに強い圧迫を受けるなど生命
にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあ
り危険です。

 警告

■ 前後位置およびリクライニング調整について

助手席リフトアップシートの後方スライドおよび背もたれをうしろ側に倒すと
きは、助手席側セカンドシート乗車の方にあたらないことを確認しながら行っ
てください。

● 助手席リフトアップシートを後方スライドさせすぎると、助手席側セカンド
シート乗車の方の足が助手席リフトアップシートに挟まれ、けがをするおそ
れがあります。

● 背もたれをうしろ側に倒しすぎると、助手席側セカンドシート乗車の方に助
手席リフトアップシートの背もたれがあたり、けがをするおそれがあります。

 注意

■ 故障・破損を防ぐために

● 前後位置調整・リクライニング調整の作動が完了したらスイッチから指を離
してください。

 スイッチを押し続けると故障の原因になります。

● 次の状態で助手席リフトアップシートの背もたれをうしろ側に倒しすぎない
でください。

 助手席リフトアップシートと助手席側セカンドシートがあたり、破損するお
それがあります。
・ FF 車：助手席側セカンドシートを格納（チップアップ状態に）したとき
・ 4WD車：助手席側セカンドシートの背もたれを前方に倒したとき
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ヘッドレスト
 上げる
 下げる
下げるときは、解除ボタンを押しなが
ら操作します。

 知識

■ ヘッドレストを取りはずすときは

解除ボタンを押したまま引き抜きます。

■ ヘッドレストを取り付けるときは

ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、ロッ
ク位置まで押し下げてください。
さらに下げるときは、解除ボタンを押しな
がら操作してください。

■ ヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん
上のあたりになるように調整してください。

解除ボタン
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 警告

■ ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

● ヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

● ヘッドレストを正しい位置に調整する

● ヘッドレストを調整したあとは、ヘッドレストを押し下げて固定されている
ことを確認する

● ヘッドレストをはずしたまま走行しない
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助手席リフトアップシートの回転および昇降操作は、アームレストを
いっぱいまで下げた状態で行います。

アームレスト

 上げる
 下げる

 知識

■ シートベルトの着用について

アームレストを上げた状態にすると、シートベルトの着用が容易になります。

 警告

■ シートベルトを着用するときは

シートベルトは腰部ベルトをアームレスト
の下に通して正しく着用してください。
アームレストにかかった状態で着用する
と、急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどにシートベルトが十分な効果を発揮
せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
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助手席リフトアップシートの回転および昇降操作は、フットレストを
いっぱいまで下げた状態で行います。

フットレスト

 上げる
 下げる

 警告

■ フットレストを操作するときは

必ずフットレスト先端部を持って操作して
ください。
回転部近くを持つと指などを挟み、けがを
するおそれがあります。
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 警告

■ 乗車のときは

● 助手席リフトアップシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方
の場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態での助手席リフトアップシー
トの回転が困難になりますので、ご注意ください。

● フットレストの上で立ち上がらないでください。
 フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあ
ります。

● 助手席リフトアップシート作動時、頭上や手足に注意してください。
 頭をドア開口部にあてたり、ひざや腕をインストルメントパネルやドア開口
部にあて、けがや思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。（→P.9）

正しい乗車姿勢

 両ひざをそろえて助手席リフト
アップシートの内側に収まるよ
うに座る

 アームレストを下げ、両腕をアー
ムレストの内側におく

 フットレストを下げ、両足をフッ
トレストにのせる
フットレストに足をのせることができ
ない場合は、足が助手席リフトアップ
シートとボデーのあいだで挟まれない
ように介助の方が支えてください。

次のように正しい姿勢で乗車してください。
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ワイヤレスリモコンで助手席リフトアップシートの回転、および昇降操
作ができます。

ワイヤレスリモコン

■ 作動可能範囲
助手席リフトアップシートから
約1m

■ 各部の名称

 動作表示 LED
 シート上昇スイッチ
 シート下降スイッチ
 電源スイッチ
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 知識

■ 作動条件について

● ワイヤレスリモコンは、周囲の状況により作動可能範囲がかわることがありま
す。

● 周囲の電波状況により、シート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押し
ても助手席リフトアップシートが一時的に停止する場合や、作動しなくなるこ
とがあります。そのときは次のことを行ってください。
・ 立つ位置をかえて操作する
 その際、スイッチは押し直してください。押し続けたまま立つ位置をかえ
ても助手席リフトアップシートは作動しません。

・ シート昇降スイッチで操作する（→P.39）

● 助手席側ガラスに次のものを貼り付けると、受信機への電波がさえぎられて受
信感度が低下し、作動可能距離が短くなるおそれがあります。
･ 金属を含有するウインドウフィルム
･ その他の金属物（トヨタ純正品以外のアンテナなど）

■ ワイヤレスリモコンについて

● ワイヤレスリモコンは電波法の認証に適合しています。必ず次のことをお守り
ください。
・ 電池交換時以外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したもの
を使用することは法律で禁止されています。

・ 必ず日本国内でご使用ください。

● ワイヤレスリモコンの送信機または受信機のどちらかのみを交換したときは、
IDコードを登録する必要があります。登録はトヨタ販売店にお申し付けくだ
さい。

■ 電池について

● 電池寿命は約１年間です（1回の操作時間を30秒、1日の操作回数を20
回で計算した場合）。ただし、電池寿命は実際の使用状況によってかわります。

● ワイヤレスリモコンを操作しても助手席リフトアップシートが作動しない場
合や、著しく作動可能距離が短くなった場合、または動作表示 LEDが点灯し
なくなったり、点滅しなくなった場合は、電池の消耗が考えられます。電池を
交換してください。電池はお客様自身で交換できます。（→P.59）

■ 航空機に乗るときは

航空機にワイヤレスリモコンを持ち込む場合は、航空機内でワイヤレスリモコン
のスイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡単
にスイッチが押されないように保管してください。スイッチが押されると電波が
発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれがあります。
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 警告

■ 電波がおよぼす影響について

医療用電気機器（以下を除く）を使用される場合は、電波による影響について
医療用電気機器製造業者などに事前に確認してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカー

● 植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ

● 植込み型除細動器

■ ワイヤレスリモコンを使用するときは

安全に使用していただくため、次のことを必ずお守りください。

● 乗員の体が見える位置で、助手席リフトアップシート乗車の方の頭・腕・足
などがボデーと挟まれていないことを確認できる距離で操作する

● 助手席リフトアップシートまたは助手席リフトアップシート乗車の方に手を
添えるなどして操作する

 注意

■ 故障を防ぐために

● ワイヤレスリモコンは電子部品のため、次のことを必ずお守りください。

･ ダッシュボードの上など、直射日光のあたる場所および高温になるとこ
ろに置かない

･ 分解しない
･ 落としたり、踏むなどの強い衝撃を与えない
･ 飲み物などをこぼしたり、水たまりなど、水中に落下させない
 （防滴構造ですが、できるだけ水にぬらさないでください）

● ワイヤレスリモコンの清掃にシンナー、ガソリン、ベンジンなどの溶剤を使
用しないでください。

 表面が変形するおそれがあります。清掃するときは、水またはぬるま湯を布
などに含ませ、固くしぼってからふいてください。
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 安全で平坦な場所にエンジンを
かけたまま停車し、パーキング
ブレーキをかけ、シフトレバー
をPの位置にする

助手席リフトアップシートは、助手席シートを回転・昇降させ、車外へ
出すことができます。

助手席リフトアップシートの操作をするときは

● 操作はすべて介助の方が行ってください。
● 格納後は助手席リフトアップシートを前後左右にゆすり、助手席リフ
トアップシートが確実に格納されたことを確認してください。

助手席リフトアップシートを操作する前に

 助手席リフトアップシートの周囲および作動範囲内に、人や荷物がな
いことを確認する

 助手席リフトアップシートのシートベルトをはずす
はずしたシートベルトがアームレストにかかっていないことを確認してください。

 助手席リフトアップシートを回
転・昇降するときは、助手席リ
フトアップシートを次の状態に
調整する
 ヘッドレストをいちばん下げ
た位置にする

 アームレストをいちばん下げ
た位置にする

 フットレストをいちばん下げ
た位置にする
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 知識

■ ブザーについて

動作や状況に応じて次のようにブザーが鳴ります。

■ Stop & Start システムについて

Stop & Start システムによるエンジン停止中、助手席ドアを開けるとエンジン
が再始動します。

※：スイッチを押しているあいだ、鳴り続けます。

ブザー 動作・状況

ピーッ ワイヤレスリモコンまたはシート昇降スイッチを押して
助手席リフトアップシートが作動するとき

シート上昇スイッチを押して助手席リフトアップシート
が車内に格納完了したとき

ピピッ

助手席ドアを閉めたままシート下降スイッチを押したと
き

ピー…※
助手席リフトアップシートでシートベルトを着用したま
まシート下降スイッチを押したとき

警
告
時

助手席リフトアップシートが完全に格納されていない状
態で、助手席ドアを閉めたとき

ピーピー…

助手席リフトアップシートが作動中、障害物にあたるな
ど助手席リフトアップシートの作動がさまたげられたと
き

ピピピッ

シート下降スイッチを押して助手席リフトアップシート
が車外に下降完了したとき

助手席リフトアップシートが完全に格納されていない状
態で、助手席リフトアップシートでシートベルトを着用
したとき

 車両が次の状態になっていることを確認する
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ サンバイザーが格納してあること
･ 助手席側セカンドシートが格納（チップアップ状態に）されていないこと（FF
車）
･ 助手席側セカンドシートの背もたれが前方に倒れていないこと（4WD車）
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 警告

■ チャイルドシートの装着禁止

→P.9

■ 強風時の助手席ドアについて

→P.11

■ 助手席リフトアップシートを操作する前に

● 助手席リフトアップシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方
の場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態での助手席リフトアップシー
トの回転が困難になりますのでご注意ください。

● 必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーをPの
位置にしてください。（→P.8）

 車いすや助手席リフトアップシートから転落するなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

● 助手席リフトアップシートのシートベ
ルトが確実にはずしてあること、および
シートベルトがアームレストに引っか
かっていないことを確認してください。

 シートベルトがアームレストに引っか
かったまま助手席リフトアップシート
を操作すると、シートベルトが体にか
かってけがをしたり、助手席リフトアッ
プシートが故障するおそれがあります。

■ 助手席リフトアップシートを操作するときは

● 助手席リフトアップシートに乗車の方
の頭上や手足に注意してください。

 頭をドア開口部にあてたり、ひざや腕
をインストルメントパネルやドア開口
部にあてるなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。（→P.9）
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 警告

● 助手席リフトアップシート作動時、助手席リフトアップシートの下および周
辺に手足や荷物を入れないでください。（→P.10）

 手足を挟まれけがをしたり、荷物を損傷するおそれがあります。

● フットレストの上で立ち上がらないでください。
 フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあ
ります。

● 必ずアームレストをいちばん下に下げ、使用してください。
 乗車姿勢が不安定になったり、転落のおそれがあります。

● グローブボックスのフタを閉めておいてください。
 助手席リフトアップシート乗車の方の腕や足がフタにあたってけがをした
り、助手席リフトアップシートが損傷したり、フタが破損するおそれがあり
ます。

 注意

■ 損傷などを防ぐために

● 助手席リフトアップシートを操作する前に、可動部周辺に障害物がないこと
を確認してください。

 障害物と助手席リフトアップシートがあたり、破損するおそれがあります。

● 助手席リフトアップシートのリフト能力100kgをこえないようにしてくだ
さい。

 助手席リフトアップシートが故障するおそれがあります。

■ バッテリーあがりを防ぐために

助手席リフトアップシートを操作するときは、エンジンをかけておいてくださ
い。
エンジンを停止した状態で操作すると、バッテリーあがりの原因になります。
また、バッテリーの容量が不足しているときにエンジンを停止した状態で助手
席リフトアップシートを操作すると、助手席リフトアップシートが作動中に停
止することがあります。
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 助手席ドアを全開にする
 操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席リフトアップシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
 （→P.23）
･ 助手席リフトアップシートでシートベルトを着用していないこと
･ 助手席リフトアップシートの状態（→P.27）
･ 助手席側セカンドシート同乗者の安全
･ 車両の状態（→ P.28）

 ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、動作表示 LEDが
赤色点灯中（6秒以内）にシー
ト下降スイッチを押し続け、助
手席リフトアップシートを回転・
下降させる
シート昇降スイッチで操作することも
できます。（→P.39）

助手席リフトアップシートを車外に出すときは

 “ピーッ”とブザーが鳴り、回
転開始位置まで助手席リフト
アップシートが動きます。
動作表示 LED が緑色に点滅しま
す。

 助手席リフトアップシートが
回転しながら車両前方に移動
します。

動作表示
ＬＥＤ シート

下降スイッチ

電源スイッチ
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 助手席リフトアップシートが
車外へスライドし、下降しま
す。
下降が停止し、“ ピピッ” とブザー
が鳴ったらスイッチから指を離し
ます。

 知識

■ 作動条件について

次の場合はシート下降スイッチを押すと、“ピー…”とブザーが鳴り、助手席リ
フトアップシートは回転および下降しません。（→P.28）

● 助手席ドアが閉まっている

● 助手席リフトアップシートでシートベルトを着用している

■ ワイヤレスリモコンについて

● 電源スイッチを押してから6秒以内にシート下降スイッチまたはシート上昇
スイッチを押さないと、自動的に電源が切れます（動作表示 LED消灯）。シー
ト下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押すと、電源はスイッチから指を
離した時点より6秒延長します。

● シート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押し、“ピーッ”とブザーが
鳴ってから作動します（→P.28）。断続的にスイッチを押しても助手席リフ
トアップシートは作動しません。

● 助手席リフトアップシート作動中にシート下降スイッチまたはシート上昇ス
イッチから指を離すと、助手席リフトアップシートはその位置で停止します。

● 複数のスイッチを同時に押すと、助手席リフトアップシートは作動しません。

 助手席リフトアップシートの高さを調整するときは、次のように操作
する
 ワイヤレスリモコンの電源スイッチを押す
 シート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押し、助手席リフ
トアップシートを動かす
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 知識

■ 作動について

助手席リフトアップシートの作動中、障害物にあたるなど助手席リフトアップ
シートの作動がさまたげられた場合、“ピピピッ”とブザーが鳴り（→P.28）、
下記のように停止します。
この場合、乗車の方の手足などが車両にあたっていないことを確認し、障害物を
取り除くなどしたあと、ワイヤレスリモコンの電源を入れ、シート下降スイッチ
またはシート上昇スイッチを押すと正常な作動にもどります。

■ 自動メモリー機能について

助手席リフトアップシートを車外に出すときは、前回助手席リフトアップシート
を下降させた位置（車内にもどす前の位置）がメモリー位置として記憶されてい
ます。

● メモリー位置まで助手席リフトアップシートが下降・停止すると、“ピピッ”
とブザーが鳴り、メモリー位置まで助手席リフトアップシートが下降したこと
をお知らせします。

● 助手席リフトアップシート停止後、ワイ
ヤレスリモコンまたはシート昇降スイッ
チを操作し、高さを調整すると、調整後
の位置をメモリー位置として記憶しま
す。

 （メモリー範囲：最下降位置～200mm） 最下降位置

２００ｍｍ

助手席リフトアップシートの動き

その場で停止

少し反転して停止

助手席リフトアップシートが昇降中

助手席リフトアップシートがスライド
および回転中

作動状態
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 警告

■ 助手席リフトアップシートを車外に出す前に

● 必ず助手席側セカンドシートの同乗者の安全を確認してください。

● 必ず助手席ドアを全開にしてください。（→P.8）
 全開にしないと助手席リフトアップシート操作時、助手席リフトアップシー
ト乗車の方の足が助手席ドアと接触し、けがをするおそれがあります。また、
フットレストとドアトリムがあたり、損傷するおそれがあります。

 注意

■ 故障や損傷を防ぐために

● 断続的にシート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押さないでくださ
い。

 故障の原因になりますので、スイッチは押し続けてください。

● スイッチの切りかえ操作をするときは、約1秒以上たってから行ってくだ
さい。

 瞬時に切りかえを行うと、助手席リフトアップシートが故障するおそれがあ
ります。

● 助手席リフトアップシートを車外に出したまま放置しないでください。
 特に炎天下・雨天・寒冷時などにおいて、カバー類の変形やモーターなどの
凍結、錆び付きなどのおそれがあります。
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 操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席ドアが全開になっていること
･ 助手席リフトアップシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
 （→P.23）
･ 助手席リフトアップシートの状態（→P.27）
･ 助手席側セカンドシート同乗者の安全
･ 車両の状態（→P.28）

 ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、動作表示 LEDが
赤色点灯中（6秒以内）にシー
ト上昇スイッチを押し続け、助
手席リフトアップシートを上昇・
回転させる
シート昇降スイッチで操作することも
できます。（→P.39）

助手席リフトアップシートを車内にもどすときは

 “ピーッ”とブザーが鳴り、助
手席リフトアップシートが上
昇・車内へスライドします。
･ 動作表示 LEDが緑色に点滅し
ます。
･ 助手席リフトアップシートは上
昇・車内へスライド中に車両に
接触しないように、背もたれが
少し動きます。

 助手席リフトアップシートが
車両後方に移動しながら回転
します。
いっぱいまで回転し、自動的に停
止（完全に格納）し、“ピピッ”と
ブザーが鳴ってから、スイッチか
ら指を離します。

動作表示
ＬＥＤ

シート
上昇スイッチ

電源スイッチ
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 必要に応じて助手席リフトアップシートの調整（→P.17～ 22）をし、
走行前に必ずシートベルトを着用する（→P.11）
正しくシートベルトを着用していることを介助の方が確認してください。

 助手席ドアを閉める
ただちに走行しないときは、エンジンを停止してください。

 知識

■ ワイヤレスリモコンについて

● 電源スイッチを押してから6秒以内にシート上昇スイッチまたはシート下降
スイッチを押さないと、自動的に電源が切れます（動作表示 LED消灯）。シー
ト上昇スイッチまたはシート下降スイッチを押すと、電源はスイッチから指を
離した時点より6秒延長します。

● シート上昇スイッチまたはシート下降スイッチを押し、“ピーッ”とブザーが
鳴ってから作動します（→P.28）。断続的にスイッチを押しても助手席リフ
トアップシートは作動しません。

● 助手席リフトアップシート作動中にシート上昇スイッチまたはシート下降ス
イッチから指を離すと、助手席リフトアップシートはその位置で停止します。

● 複数のスイッチを同時に押すと、助手席リフトアップシートは作動しません。

■ 自動メモリー機能について

助手席リフトアップシートを車内にもどすときは、助手席リフトアップシートを
車外に出す前の前後位置・背もたれ角度（P.31の の の操作前の状態）が
メモリー位置として記憶されています。

● メモリー位置まで助手席リフトアップシートが回転・停止すると、“ピピッ”
とブザーが鳴り、メモリー位置まで助手席リフトアップシートがもどった（完
全格納した）ことをお知らせします。

● 助手席リフトアップシートが車内に格納されたあと、メモリー位置まで完全
にもどる途中でシート上昇スイッチから指を離すと、助手席リフトアップシー
トの作動が停止し、再度シート上昇スイッチを押しても作動しなくなります。
その場合は、シート前後スライドスイッチ・シートリクライニングスイッチを
操作して、助手席リフトアップシートの位置を調整してください。

● 助手席リフトアップシート停止後、シート前後スライドスイッチまたはシー
トリクライニングスイッチを操作し、前後位置・背もたれ角度を調整すると、
調整後の位置をメモリー位置として記憶します。
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■ 助手席リフトアップシートを車内にもどす前に

● 必ず助手席側セカンドシートの同乗者
の安全を確認してください。

 助手席リフトアップシートを車内にも
どすとき、助手席リフトアップシートと
車両のあいだに足を挟まれるなど、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

● 必ず助手席ドアが全開になっていることを確認してください。
 全開になっていないと助手席リフトアップシート操作時、助手席リフトアッ
プシート乗車の方の足が助手席ドアと接触し、けがをするおそれがあります。
また、フットレストとドアトリムがあたり、損傷するおそれがあります。

■ 助手席リフトアップシートを車内に格納したときは

→P.10

■ 走行する前の安全確認

→P.11

 知識

■ 作動について

助手席リフトアップシートの作動中、障害物にあたるなど助手席リフトアップ
シートの作動がさまたげられた場合、停止します。（→P.33）
この場合、乗車の方の手足などが車両にあたっていないことを確認し、障害物を
取り除くなどしたあと、ワイヤレスリモコンの電源を入れ、シート下降スイッチ
またはシート上昇スイッチを押すと正常な作動にもどります。

■ 助手席リフトアップシートを車内に格納したときは

助手席リフトアップシートでシートベルトを着用したとき、または助手席ドアを
閉めたときにブザー（“ピーピー”という断続音）が鳴った場合は、助手席リフ
トアップシートの格納が不完全です。（→P.28）
助手席ドアを開け、シートベルトをはずした状態でワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、シート上昇スイッチを押し続け、助手席リフトアップシートが自
動的に停止し、“ピピッ”とブザーが鳴ったことを確認し、シートベルトの着用
および助手席ドアを閉めてください。
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 注意

■ 故障・損傷を防ぐために

● 助手席リフトアップシートを車内にもどす前に、FF 車にお乗りの方は助
手席側セカンドシートが格納（チップアップ状態に）されていないこと、
4WD車にお乗りの方は助手席側セカンドシートの背もたれが前方に倒れて
いないことを必ず確認してください。

 助手席リフトアップシートがメモリー位置までもどるとき、助手席リフト
アップシートの背もたれが助手席側セカンドシートにあたり、破損するおそ
れがあります。

● 断続的にシート上昇スイッチまたはシート下降スイッチを押さないでくださ
い。

 故障の原因になりますので、スイッチは押し続けてください。

● スイッチの切りかえ操作をするときは、約1秒以上たってから行ってくだ
さい。

 瞬時に切りかえを行うと、助手席リフトアップシートが故障するおそれがあ
ります。
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 助手席ドアを全開にする
 シート昇降スイッチの上側また
は下側を押し続ける
“ピーッ”とブザーが鳴り助手席リフ
トアップシートが作動します。

 上昇・回転する
 回転・下降する
･ スイッチを押しているあいだ、
助手席リフトアップシートが作
動します。
･ スイッチから指を離すと、助手
席リフトアップシートはその位
置で停止します。

ワイヤレスリモコンの電池切れ、故障および紛失などにより使用できな
いときは、シート昇降スイッチを使用して助手席リフトアップシートの
回転および昇降操作を行います。
（助手席リフトアップシートの作動は、ワイヤレスリモコンで操作した
場合と同じです）

シート昇降スイッチでの操作

シート昇降スイッチによる操作のしかた

 助手席リフトアップシートが自動的に停止したらスイッチから指を離
す
・ 助手席リフトアップシートを車外に出すときは、下降が停止（メモリー位置
まで下降）し“ピピッ”とブザーが鳴ってから、スイッチから指を離します。

・ 助手席リフトアップシートを車内にもどすときは、自動的に停止（完全に格
納）し“ピピッ”とブザーが鳴ってから、スイッチから指を離します。
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 注意

■ 故障を防ぐために

断続的にスイッチを押さないでください。
故障の原因になりますので、スイッチはそのまま押し続けてください。

 知識

■ シート昇降スイッチについて

助手席リフトアップシートはシート昇降スイッチを押し、“ピーッ”とブザーが
鳴ってから作動します。（→P.28）
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助手席側セカンドシート

助手席リフトアップシートと助手
席側セカンドシートがあたること
を防ぐため、スライドストッパー
で助手席側セカンドシートの前方
スライドを規制しています。
スライドストッパーは取りはずさない
でください。（右図は4WD車）

 警告

■ スライドストッパーについて

スライドストッパーは取りはずさないでください。
スライドストッパーを取りはずすと、助手席側セカンドシートが助手席リフト
アップシートの作動範囲内まで動くため、シートに挟まれけがをしたり、助手
席リフトアップシートと助手席側セカンドシートがあたり、破損するおそれが
あります。

■ 助手席側セカンドシートを前方にスライドするときは

● 助手席側セカンドシートの座面に手を添えて操作しないでください。
 助手席側セカンドシートの座面と助手席リフトアップシートのカバーのあい
だで手を挟まれ、けがをするおそれがあります。

● 人が座った状態で助手席側セカンドシートを前方にスライドするときは、助
手席側セカンドシート乗車の方の足が助手席リフトアップシートにあたらな
いよう注意してください。

 スライドストッパーを取り付けた状態でも助手席側セカンドシートは助手席
リフトアップシートにあたる直前まで前方にスライドするため、前方スライ
ドさせすぎると助手席側セカンドシート乗車の方が足を挟まれ、けがをする
おそれがあります。

サードシートへの乗り降り

運転席側セカンドシートを操作して、運転席側から乗り降りする
（→標準車取扱書の「セカンドシート」）

スライドストッパー

セカンドシートについて、標準車との相違点を記載しています。
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車いすの収納・固定前の準備

 安全で平坦な場所に停車し、パー
キングブレーキをかけ、シフト
レバーをPの位置にする

車いすを出し入れする前に

 バックドアを全開にする
 サードシートの背もたれを次の
ように調整する（左右とも）

 リクライニングストラップま
たはワンタッチスペースアッ
プレバーを引きながら、背も
たれを車両前側に少し倒す

 リクライニングストラップま
たはワンタッチスペースアッ
プレバーを引かずに背もたれ
を起こし、ロックさせる

 知識

■ 収納可能な車いすのサイズ

収納可能な車いすは下表のサイズのものになります。

大車輪径 全高 全長 折りたたみ幅

24インチ
以下

960mm
以下

1100mm
以下

330mm
以下
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 警告

■ 車いすを収納・固定するときは

● 必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーをPの
位置にしてください。（→P.8）

 車いすが傾いて体や車両にあたるなど思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

● サードシートの背もたれを調整するときは、背もたれを押さえながらリクラ
イニングストラップまたはワンタッチスペースアップレバーを操作してくだ
さい。

 背もたれを押さえずにリクライニングストラップまたはワンタッチスペース
アップレバーを操作すると背もたれが急に動き、けがをするおそれがありま
す。

 知識

■ バックドアについて

全開にしないと、車いす収納時、バックドアと車いすがあたり、車いすの収納が
困難になります。

■ サードシートについて

サードシート格納時、車いすを固定することはできません。車いすを収納・固定
するときは、必ずサードシートを着座状態にし、背もたれをいちばん起こした位
置にしてください。（→P.44）

 注意

■ 荷物や車いすの損傷を防ぐために

車いすを収納する前にラゲージルーム内に荷物がないことを確認してくださ
い。
車いすの収納が困難になるばかりでなく、荷物や車いすを損傷するおそれがあ
ります。
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車いすを固定するための車いす固定ベルトは次のように使用してくださ
い。

車いす固定ベルト

 車いす固定ベルトをラゲージルームから取り出す
 サードシート左右席のヘッドレ
ストを取りはずす
解除ボタンを押しながらヘッドレスト
を引き上げます。

車いす固定ベルトを車両へ取り付けるときは

 サードシート左右席にヘッドレストを取り付け、乗員がいないときは
ヘッドレストを下げる
解除ボタンを押しながら操作します。

解除ボタン

スリット部

バックル

ヘッドレストサポート（外側）

 車いす固定ベルト A をサード
シート左右席のヘッドレスト部
に取り付ける
 車いす固定ベルトAのスリッ
ト部をシート外側のヘッドレ
ストサポートに通し、ヘッド
レストサポートとシートのあ
いだに挟むように取り付ける
右側席は先に解除ボタンのある側
から通すと、容易に取り付けられ
ます。

 バックルが手前（車両後方）
側を向いていることを確認す
る
バックルが奥（車両前方）側を向
いている場合は、車いす固定ベル
トの取り付けをやり直してくださ
い。
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 車いす固定ベルトBのフックを
デッキフックに上からかける
調整側ベルトがデッキフック側を向く
ようにフックをかけてください。（調
整側ベルトがデッキフックと逆側を向
いている場合は、車いす固定ベルトの
取り付けをやり直してください）

フック

デッキフック

調整側ベルト
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車いす固定ベルトがラゲージルーム外に出ないようにします。

車いすをラゲージルーム内に収納・固定しないときは

 車いす固定ベルトAのバックル
をロックする
プレートをバックルに挿し込んでか
ら、調整側ベルトと固定ベルトの長さ
を同じ長さに合わせて最も短い状態に
します。

 車いす固定ベルトBのそれぞれ
のフックを引っかける

 車いす固定ベルトBの調整側ベ
ルトを引っ張り、フックが走行
中にはずれないようにする

ラゲージルーム内に何も置かれていない状態にします。

車いすをラゲージルーム内に収納・固定するときは

 車いす固定ベルトAのバックル
のロックを解除する

 車いす固定ベルトBのバックル
のレバーを引き上げて車いす固
定ベルトBをゆるめ、十分にの
ばす

 車いす固定ベルト B のフック
（デッキフックにかけていない
側）をはずし、ラゲージルーム
のすみによけておく（2本とも）

レバー

バックル

車いす固定ベルトＡ

車いす固定ベルトＢ

車いす固定ベルトＡ

車いす固定ベルトＢ

調整側ベルト

バックル

プレート
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 知識

■ 車いす固定ベルトについて

● 車いすを収納するときは、車いす固定ベルトＢをラゲージルーム内中央に放置
しないでください。車いす収納時、車いすの下敷きになり、車いす固定ベルト
Bの操作が困難になります。

● 車いすを収納・固定しないときは、車いす固定ベルトBをバックドアに挟ん
だりしないようにするため、それぞれのフックを引っかけてください。

 （→P.48）

■ デッキボードを開閉するときは

車いす固定ベルトBのフックをデッキフックから取りはずし、デッキフックを
たたんでください。

 注意

■ 損傷を防ぐために

サードシートの格納およびもどす操作をするときは、必ず車いす固定ベルトB
をP.48の状態にしてください。
車いす固定ベルトBを放置した状態でサードシートの格納およびもどす操作
を行うと、車いす固定ベルトBを挟み込み、車いす固定ベルトBの損傷やロッ
ク機構が破損するおそれがあります。
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車いすの固定・解除については次のように行ってください。

固定・解除のしかた

 車いすを折りたたみ、後輪のブレーキを両輪ともかける
・ 車いすの折りたたみ方、ブレーキのかけ方については、お使いの車いすの取扱説
明書を参照してください。

・ P.44の「収納可能な車いすのサイズ」を確認してください。

 車いすを立てたままラゲージルーム内に収納する
 車いす固定ベルトAを十分にの
ばす
 調整側ベルトをプレート側に
押し込む
 下側のベルトを引く

収納・固定のしかた

 次の場所を目安に、車いす固定
ベルトＡを車いすに取り付ける
 車いす固定ベルトAを車いす
のフレームに通し、プレート
をバックルに挿し込む
 調整側ベルトを引っ張り、車
いすを仮固定する

車いす固定ベルトＡ
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 車いす固定ベルトBのフックを、
車いすの奥側のハンドル付け根
およびフレームを目安に引っか
ける

 車いす固定ベルトＡ、Ｂの調整
側ベルトを引っ張り、車いすを
確実に固定する

車いす固定ベルトＡ

車いす固定ベルトＢ

調整側ベルト

調整側ベルト
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バックドアを閉める
バックドアを閉めるときは、車いすを挟み込まないこと、および車いすのハンドル
などがバックドアガラスにあたらないことを確認しながら、ゆっくりと閉めてくだ
さい。

固定後、走行する前に

 車いす固定ベルトＢのバックル
のレバーを引き上げ、車いす固
定ベルトＢをゆるめる（2本と
も）

解除のしかた

レバー

車いす固定
ベルトＢ

 車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトBのフックを車いすから
取りはずす（2本とも）

 車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトAを車いすから取りはず
す（2本とも）

 車いす固定ベルトAをゆるめる
（2本とも）
 車いす固定ベルトＡのレバー
を引き上げ、調整側ベルトを
ゆるめる
 バックルのボタンを押して
ロックを解除する

ボタン

車いす固定
ベルトＡ

レバー

バックル

調整側
ベルト
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 警告

■ 車いすを固定・解除するときは

車いすに手を添えて、車いすが動かないようにしてください。
車いすが倒れて体にあたるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■ 車いすを固定したときは

固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。
急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに車いすが車室内にとび込み、重
大な事故につながるおそれがあり危険です。

 注意

■ 損傷を防ぐために

● 車いすを固定・解除するときは、車いすに手を添えて、車いすが動かないよ
うにしてください。

 車いすが倒れ、車いすや車両を損傷するおそれがあります。

● 車いす固定ベルトにねじれがないこと、鋭利な角部にあたっていないことを
確認してください。

 車いす固定ベルトを正しくかけないと、車いす固定ベルトが切れるおそれが
あります。

● 車いす固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認
してください。
・ バックドアを閉めるとき、バックドアおよびバックドアガラスと車いす
があたるおそれがあります。

・ 走行中に車いすがサードシートやバックドアなどにあたり、車いすや車
両を損傷するおそれがあります。

● バックドアはゆっくりと閉めてください。
 バックドアをいきおいよく閉めると、車いすがバックドアなどにあたり、損
傷するおそれがあります。

● サードシートをリクライニング操作する場合は車いす固定後、バックドアを
閉めた状態で、車いすがサードシートやバックドアなどにあたらないことを
確認しながらゆっくりと行ってください。
・ 車いすがサードシートやバックドアなどにあたり、車いすや車両を損傷
するおそれがあります。

・ リクライニング操作後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されてい
ることを確認してください。
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56 4-1. 故障かな？とお考えになる前に

ヒューズの交換

ヒューズ位置

■ 助手席リフトアップシート左側下部

 クリップ6本を取りはずす
 カバーを取りはずす

アンペア数 使用装置

7.5A、20A 助手席リフトアップシート

スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してくださ
い。
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 知識

■ ヒューズを交換したあとは

次の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。

● 交換しても再びヒューズが切れるとき

● 交換しても助手席リフトアップシートが動かないとき

 警告

■ 車の故障や火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

● 規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない

● 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用する

● ヒューズやヒューズボックスを改造しない

ヒューズ

■ エンジンルーム内左側ヒューズボックス
ヒューズの点検・交換方法については、標準車取扱書の「ヒューズの
点検・交換」をお読みください。

アンペア数 使用装置

30A 助手席リフトアップシート

ヒューズ名称

WELCAB NO.1
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 知識

■ バッテリーの取り扱いについて

→P.14

作動条件の確認

作動条件をすべて満たしていることを確認してください。（→P.32）

ヒューズの点検・交換

作動条件をすべて満たしていても作動しない場合は、ヒューズを点検・
交換してください。（→P.56）

次の処置をしてください。

作動条件の確認およびヒューズの点検・交換をしても動かない場合

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。
修理が完了するまで、絶対に助手席リフトアップシートを使用しないで
ください。

■ 車内に入った状態で動かない場合
そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

■ 車外に出た状態で動かない場合
P.61 以降の要領で助手席リフトアップシートを車内にもどし、その
ままトヨタ販売店で点検を受けてください。

助手席リフトアップシートが動かないときは
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ワイヤレスリモコンの電池交換

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。

電池交換のしかた

 電池フタをはずす
コインなどを電池フタの溝に挿し込
み、▲マークが合う位置までOPEN
側にまわし、電池フタをはずします。

 電池を交換する
電池を取り出し、新しい電池の＋側を
上（電池フタ側）にして挿入します。

 電池フタをはめる
･ 電池フタと送信機の▲マークを合わ
せてはめます。

･ コインなどを電池フタの溝に挿し込
み、CLOSE側にまわし、電池フタ
を締め込みます。

用意するもの

● コインなど、電池フタの溝に挿し込めるもの
● リチウム電池CR2032

電池フタ
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 作動確認をする
電源スイッチを押し、動作表示 LEDが赤色点灯中（6秒以内）にシート下降スイッ
チまたはシート上昇スイッチを押して、動作表示 LEDが緑色点滅することを確認
します。

 知識

■ リチウム電池CR2032の入手

電池はトヨタ販売店、時計店、カメラ店などで購入できます。

 警告

■ 取りはずした部品や電池について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

 注意

■ 交換後、正常に機能させるために

次のことをお守りください。

● 電池交換時に部品を紛失しない

● 電池フタを曲げたりしない

● 電池以外の部品にふれたり、動かしたりしない

● 電池の＋極と－極は必ず正しい向きにして挿入する

● 電池挿入部の電極を曲げたり、ゴミや油などを付着させない
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助手席リフトアップシートが車外に出た状態で動かないと
きは

スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動かないときは、作動
条件の確認またはヒューズを点検・交換してください。（→P.32, 56）
作動条件の確認およびヒューズを点検・交換しても動かない場合は、ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。
● 万一、助手席リフトアップシートが回転または昇降途中で動かなく
なってしまったときは、助手席ドアを閉めることができません。こ
の項目に記載されている要領で車内に格納してください。

● 助手席リフトアップシートに座っている乗員がいる場合は、乗員を
安全な場所に移動させてから作業を行ってください。

使用工具について

助手席リフトアップシートを手動で車内にもどすときは、次の工具を使
用します。
右図の工具が工具袋の中に入って
います。（工具袋→標準車取扱書の
「パンクしたときは」）

ドライバー

スパナ
（８×１０、１２×１４）

右図のいずれかの工具もあらかじ
めご用意ください。 １９ｍｍメガネレンチプライヤー

１９ｍｍスパナ
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リセットについて

助手席リフトアップシートが動かなくなったときは、リセットを行って
ください。

 操作前に、次の状態を確認する
・ 助手席ドアが全開になっていること
・ 助手席リフトアップシートのシートベルトが着用状態になっていないこと
・ 助手席側セカンドシートに乗員がいないこと
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ サンバイザーが格納してあること

 助手席リフトアップシートを次
の状態に調整する

 ヘッドレストをいちばん下げ
た位置にする
 アームレストをいちばん下げ
た位置にする
 フットレストをいちばん上げ
た位置にする

 助手席リフトアップシートが停
止しているときに、次のように
スイッチを操作する

 シート前後スライドスイッチ
とシート昇降スイッチを同時
に10秒間押し続ける
10秒間押し続け（“ピー”とブザー
が鳴ります）、ブザーが鳴りやんだ
らスイッチから指を離します。

 ブザーが鳴りやんでから 10
秒以内にシート昇降スイッチ
およびシート前後スライドス
イッチを各4回押す
・ 正しく押すと“ピッピー”とブ
ザーが鳴ります。

・ 10秒以内にスイッチを押し終
わらなかったり、正しくスイッ
チを押さなかった場合、“ピー”
とブザーが鳴ります。 のス
イッチ操作からやり直してくだ
さい。

シート昇降
スイッチ※１

シート前後
スライドスイッチ※２

１０秒間
同時に押す

４回押す※１

４回押す※２

※1：上側・下側どちらでも可
※2：前側・後側どちらでも可
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 シート昇降スイッチの上側を押
し、助手席リフトアップシート
を上昇端リセットおよび車内に
スライドさせる
・ 助手席リフトアップシートが上昇
後に“ピッ”とブザーが鳴り（上
昇端リセット完了）、助手席リフト
アップシートが少し車外にスライ
ドします。

・ その後、助手席リフトアップシー
トが車内にスライドします。助手
席リフトアップシートがインスト
ルメントパネルにあたらない位置
まで、助手席リフトアップシート
を車内にスライドさせます。

・ スイッチを押しても助手席リフト
アップシートが動かないときは、
P.66「スイッチを押しても助手席
リフトアップシートが動かないと
き」の操作を実施してください。

※： ～ の一連の作動中にリセット解除条件が成立すれば、“ピー”とリセッ
ト解除ブザーが鳴り、通常モードに復帰します。（通常作動とは異なります）

 左側のシート前後スライドス
イッチの前側を押し、助手席リ
フトアップシートを車内に回転
させる
助手席リフトアップシートが助手席ド
アにあたらない位置まで助手席リフト
アップシートを回転させます。
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 左側のシート前後スライドス
イッチのうしろ側を押し、助手
席リフトアップシートを後方に
スライドさせる
助手席リフトアップシートがドア開口
部にあたらない位置まで助手席リフト
アップシートをスライドさせます。

 助手席ドア、インストルメントパネルおよびドア開口部にあたらない
よう、 ～ をくり返して助手席リフトアップシートを動かし、外ス
ライド、回転および前後スライドの原点リセットをさせる
・ 原点リセットがされると“ピッ”とブザーが鳴ります。
・ 助手席リフトアップシートが後方にスライドしない場合は、シート昇降ス
イッチの下側を押しながらシート前後スライドスイッチのうしろ側を押し、
助手席リフトアップシートを前方にスライドさせてから、 の操作をしてく
ださい。
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 左側のシートリクライニングス
イッチのうしろ側を押し、助手
席リフトアップシートの背もた
れがうしろ側へ倒れ始め、自動
的に停止するまでスイッチを押
し続ける
自動的に作動が停止したあと、または
スイッチを押しても背もたれが動かな
い場合は、 の操作をします。

 左側のシートリクライニングス
イッチの前側を押し、助手席リ
フトアップシートの背もたれが
前側へ起き始め、自動的に停止
するまでスイッチを押し続ける
背もたれの作動が停止し、“ピー”と
リセット解除ブザーが鳴るまでスイッ
チを押し続けます。

 各スイッチ操作を行い、助手席リフトアップシートが通常作動するこ
とを確認する
・ スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動かない、または通常作動
にもどっていないときは、そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

・ リセット後、初回の操作では下降完了時の“ピピッ”というブザーは鳴りま
せん。
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スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動かないとき

次の要領で格納してください。
ただし、この操作をする前に、必ずリセット操作を実施してください。
（→P.62）

■ 助手席リフトアップシートを手動で車内にもどすときは

 操作前に、次の状態を確認する
・ 助手席ドアが全開になっていること
・ 助手席側セカンドシートに乗員がいないこと
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ サンバイザーが格納してあること

 助手席リフトアップシートを次の状態にする
・ ヘッドレストおよびアームレストをいちばん下げた状態にする
 （→P.19, 21）
・ フットレストをいちばん上げた状態にする（→P.22）

 助手席リフトアップシート下部
にあるボルト2本を取りはずす
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 クリップ４本を取りはずし、助
手席リフトアップシートのユ
ニットカバーを取りはずす

 クリップの中心をプラスドラ
イバーなど先の細いもので押
す

 クリップを引き抜く
 ユニットカバーを取りはずす

 クリップ２本をはずし、ユニッ
ト下部のカーテンを巻き取る カーテン

クリップ

クリップ

ユニットカバー
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 昇降モーターの回転軸を10mmスパナで右にまわし、まわらなくな
るまで助手席リフトアップシートを上昇させる

 スパナを使用して回転モーター
のボルト２本をゆるめ、回転モー
ターをずらし、ギヤのかみ合い
をはずす

 コネクターをはずしてから、昇
降モーターの回転軸を 10mm
スパナで右にまわし、助手席リ
フトアップシートを上昇させる
回転軸がまわらなくなるまでまわし、
助手席リフトアップシートを完全に上
昇させたあと、回転軸を左にまわし、
約50mm下降させてください。

回転軸

コネクター
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 助手席リフトアップシートを車
内にスライドおよび回転させる
助手席リフトアップシートが助手席ド
アおよびインストルメントパネルにあ
たらないことを確認しながら、車内に
スライドおよび回転させます。

 スライドモーターの回転軸をプ
ライヤー（または 19mmメガ
ネレンチか 19mmスパナ）で
右にまわし、助手席リフトアッ
プシートがドア開口部にあたら
ない位置まで後方にスライドさ
せる
回転軸を左にまわすと助手席リフト
アップシートが前方にスライドしま
す。

 、 をくり返し、助手席リフトアップシートを格納させる
 ストッパーを押してロックを解
除し、助手席リフトアップシー
トを車内に回転させる
回転完了すると、助手席リフトアップ
シートはその位置で固定されます。

 助手席ドアを閉める
助手席リフトアップシートが通常の格納完了位置ではない場合には、助手席ドア
を閉めるとブザーが鳴ります（→P.28）。すみやかにトヨタ販売店で点検を受け
てください。
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 知識

■ 助手席リフトアップシートを車外に回転させるときは

P.63の において、シート昇降スイッチの下側を押しながらシート前後スライ
ドスイッチの前側を押し続けます。（スイッチを押す順序が逆の場合および同時
に押すと助手席リフトアップシートが停止し、ブザーが鳴ります）

■ 助手席リフトアップシートを前方にスライドさせるときは

P.64の において、シート昇降スイッチの下側を押しながらシート前後スライ
ドスイッチのうしろ側を押し続けます。（スイッチを押す順序が逆の場合および
同時に押すと、助手席リフトアップシートが停止し、ブザーが鳴ります）

■ ブザーについて

● 上記「■助手席リフトアップシートを車外に回転させるときは」および「■助
手席リフトアップシートを前方にスライドさせるときは」以外の複数のスイッ
チを押すと助手席リフトアップシートが停止し、ブザーが鳴ります。

● 助手席リフトアップシートを車内に格納する途中、助手席ドアを閉めると
“ピーピー…”とブザーが鳴ります。（→P.28）

■ 紛失を防ぐために

取りはずした部品は袋に入れるなどして、紛失しないようにしてください。

 警告

■ 修理が完了するまでは

助手席リフトアップシートに座らないでください。

■ 助手席リフトアップシートを手動で格納するときは

● 助手席リフトアップシート格納スペー
スに手や足を入れないでください。

 助手席リフトアップシート可動部など
で手や足などを挟み、けがをするおそ
れがあります。

● 工具を使用したあとは、所定の場所に確実に保管してください。
 車室内などに放置すると、急ブレーキをかけたときや、衝突したときなどに、
工具が飛んできて乗員にあたるなど重大な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。
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 注意

■ 破損を防ぐために

P.62「リセットについて」およびP.66「スイッチを押しても助手席リフトアッ
プシートが動かないとき」の操作をするときは、グローブボックスのフタを閉
めてください。
助手席リフトアップシートとフタがあたり、助手席リフトアップシートが損傷
したり、フタが破損するおそれがあります。
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74 5-1. 点検・整備項目

故障を減らして長く大切に使うために、定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、巻末の記録簿をA4サイズにコピーして使
用してください。

定期点検整備

※：空欄については点検および交換の必要はありません。

点検時期

点検整備項目

自家用車

備考

日

常

点

検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

交

換

時

期

（年）

助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

スイッチ作動状態（引っかかり・異音がないこと）

○ ○

点検時期

ガタ（異音）がないこと

シート昇降スイッチ

シート前後スライド
スイッチ

○ ○

シートリクライニン
グスイッチ

○ ○

収納・下降後のロック状態 ○

車
い
す
固
定
ベ
ル
ト

ベルトの損傷

○汚れ、傷、ほつれ ほつれが始まったら交換
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こんなときは
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車から音が鳴ったときは
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五十音順さくいん ................................ 80



76 こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただく前にまず次のことを確認
してください。

故障かな？と思ったら

● 「車から音が鳴ったときは（音さくいん）」（P.78）をご確認ください。

ブザーが鳴りだした

● 助手席リフトアップシートでシートベルトを着用していませんか？
（→P.27, 32）
● 助手席ドアは開いていますか？（→P.31, 32）

助手席リフトアップシートの回転・昇降操作ができない

● 助手席リフトアップシート回転中、障害物にあたっていませんか？
 （→P.33, 37）

助手席リフトアップシートが少し反転して停止した

● 助手席リフトアップシートは車内に完全格納されていますか？
 （→P.17, 37）

助手席リフトアップシートの前後位置・リクライニング調整ができ
ない

● 断続的にスイッチを押していませんか？（→P.32, 36）
● ヒューズが切れていませんか？（→P.56）
● 助手席リフトアップシート操作中にバッテリーをはずしていません
か？（→P.14）

 助手席リフトアップシート操作中にバッテリーをはずしたときは、リ
セット操作が必要になります。（→P.62）

助手席リフトアップシートが動かない、または作動中に停止した



77こんなときは（症状別さくいん）

● 車両から離れすぎていませんか？（→P.24）
● 周囲の電波状況により、助手席リフトアップシートが作動しなくなる
ことがあります。（→P.25）

● 電源スイッチを押してから6秒以内（動作表示 LEDが赤色点灯中）に、
シート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押していますか？
（→P.32, 36）

助手席リフトアップシートが動かない（ワイヤレスリモコンで操作
している場合）

● 電池を交換してください。（→P.59）

ワイヤレスリモコンの作動可能距離が著しく短くなったり、動作表
示LEDが点灯・点滅しなくなった



78 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

助手席リフトアップシート操作時

次の状況のとき、車の状態や誤作動などをお知らせするためにブザーが
鳴ります。

状況 原因

ワイヤレスリモコンま
たはシート昇降スイッ
チを押したとき

助手席リフトアップシート作動開始

詳細

P.31
P.35
P.39

助手席リフトアップシートが車外に下降完
了 P.32

助手席リフトアップシートが車内に格納完
了 P.35

ワイヤレスリモコンま
たはシート昇降スイッ
チを押しても助手席リ
フトアップシートが動
かないとき

助手席ドアを閉めたままシート下降スイッ
チを押している P.32

助手席リフトアップシートでシートベルト
を着用したままシート下降スイッチを押し
ている

助手席リフトアップ
シートが少し反転して
停止したとき

助手席リフトアップシートが回転中、障害
物にあたるなど助手席リフトアップシート
の作動がさまたげられた

P.33
P.37

P.32



79車から音が鳴ったときは（音さくいん）

助手席ドア開閉時

状況 原因 詳細

P.37助手席ドアを閉めたと
き 助手席リフトアップシートの格納が不完全

シートベルト着用時

状況 原因 詳細

P.37
助手席リフトアップ
シートでシートベルト
を着用したとき

助手席リフトアップシートの格納が不完全



80 五十音順さくいん

五十音順さくいん

あ
アームレスト ................................... 21
安全なドライブのために
車いすの固定について .............. 13
助手席リフトアップシートに
ついて .......................................... 8
バッテリーについて .................. 14

く
車いす
解除のしかた .............................. 52
収納可能なサイズ ...................... 44
収納・固定のしかた .................. 50
収納・固定前の準備 .................. 44
出し入れする前に ...................... 44
ラゲージルーム内に収納・固定
しないときは ........................... 48
ラゲージルーム内に収納・固定
するときは ............................... 48

車いす固定ベルト ............................ 46

こ
故障かな？とお考えになる前に
助手席リフトアップシートが
動かないときは ....................... 58
ヒューズの交換 .......................... 56
ワイヤレスリモコンの
電池交換 ................................... 59

し
シート昇降スイッチ ........................ 39
シート前後スライドスイッチ ........ 17
シートリクライニングスイッチ .... 17
自動メモリー機能 .................... 33, 36
収納可能な車いすのサイズ ............ 44
手動車いす用固定装置 
解除のしかた .............................. 52
車いす固定ベルト ...................... 46
固定後、走行する前に .............. 52
収納・固定のしかた .................. 50

使用工具について ............................ 61
助手席リフトアップシート
アームレスト .............................. 21
動かないときは .......................... 58
シート昇降スイッチでの操作 ... 39
シート前後スライドスイッチ ... 17
シートリクライニング
スイッチ ................................... 17
自動メモリー機能 .............. 33, 36
車外に出すときは ...................... 31
車外に出た状態で
動かないときは ....................... 61
車内にもどすときは .................. 35
手動で車内にもどすときは ....... 66
スイッチを押しても
助手席リフトアップシートが
動かないとき ........................... 66
操作をするときは ...................... 27
正しい乗車姿勢 .......................... 23
調整 ............................................. 17
フットレスト .............................. 22
ヘッドレスト .............................. 19
リセットについて ...................... 62

さ
サードシートへの乗り降り ............ 41

き
緊急時の対処法
助手席リフトアップシートが
車外に出た状態で動かない
ときは ....................................... 61
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は
バッテリーの取り扱い .................... 14

ひ
ヒューズ
位置 ............................................. 56
エンジンルーム内左側
ヒューズボックス ................... 57
助手席リフトアップシート
左側下部 ................................... 56

ふ
ブザー ............................................... 28
フットレスト ................................... 22

へ
ヘッドレスト ................................... 19

ま
万一の場合には................................ 55

て
定期点検整備記録簿 ........................ 84
デッキボードの開閉 ........................ 49
点検・整備項目
定期点検整備 .............................. 74

す
スイッチを押しても
助手席リフトアップシートが
動かないとき ................................. 66
Stop & Start システム ................ 28
スライドストッパー ........................ 41

た
正しい乗車姿勢................................ 23

せ
セカンドシート
助手席側セカンドシート ........... 41

わ
ワイヤレスリモコン
各部の名称 .................................. 24
作動可能範囲 .............................. 24
電池交換 ...................................... 59

り
リセットについて ............................ 62
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架
装
物
名

ボ
デ
ー
No
.

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｓ

型
式

お
客
様
の

業
種
・
積
載
物

架
装

メ
ー
カ
ー
名

依
頼
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

住
所

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

型
式

初
年
度
登
録
ま
た
は
初
年
度
検
査
年

認
証
又
は
指
定
番
号

km

年
　
　
月
　
　
日

年
　
　
月
　
　
日

点
検
の
年
月
日

分
解
整
備
（
点
検
）
時
の
総
走
行
距
離

整
備
を
完
了
し
た
年
月
日

自
動
車
登
録
番
号
又
は
車
両
番
号
（
左
記
の
無
い
車
両
に
あ
っ
て
は
、
車
台
番
号
）

自
動
車
分
解
整
備
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
事
業
場
の
所
在
地

整
備
主
任
者
の
氏
名

氏
名
又
は
名
称

事
業
場
の
所
在
地

■
そ
の
他
必
要
と
な
っ
た
点
検
整
備
の
内
容
お
よ
び

　
主
な
交
換
部
品

ウ
ェ
ル
キ
ャ
ブ

助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
車

収
納
・
下
降
後
の
ロ
ッ
ク
状
態

シ
ー
ト
昇
降
ス
イ
ッ
チ

シ
ー
ト
前
後
ス
ラ
イ
ド
ス
イ
ッ
チ

シ
ー
ト
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ス
イ
ッ
チ

・
ス
イ
ッ
チ
作
動
状
態

■
助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
点
検

ト
ヨ
タ

車
体
(株
)

１
２
か
月
定
期
点
検
整
備
記
録
簿

分
解
整
備
記
録
簿

点
検
の
結
果
お
よ
び
( 分
解
) 整
備
の
概
要

該
当
な
し
／

レ
×

T
C P

異
常
な
し

交
換

締
付

調
整

A
△

○
L

修
理

分
解

給
油

清
掃

省
略

汚
れ
、
傷
、
ほ
つ
れ

・
ベ
ル
ト
の
損
傷

■
車
い
す
固
定
ベ
ル
ト
点
検






	表　表紙
	全体目次
	目次
	イラスト目次
	目次1章　安全・安心のために～必ずお読みください～
	目次2章　助手席リフトアップシート
	目次3章　手動車いす用固定装置
	目次4章　万一の場合には
	目次5章　点検・整備項目
	さくいん
	裏　表紙



